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Du dben shwa （Dou yuan shuai） in Tibet during the Mongol era
YAMAMOTO Meishi
Abstract：In the 13th and 14th centuries, the Mongol Empire introduced administrative 
organisations and government posts into Tibet. The ofﬁcial titles in Tibet in this age 
were well researched, however, researchers paid attention mainly to the title of “dpon 
chen,” which was held by secular chiefs of the Sa skya pa sect. On the other hand, 
Chinese historical record Yuan shi （『元史』）shows that the administrative ofﬁce of the 
Central Tibet was called Xuan wei shi si dou yuan shuai fu（宣 慰 使 司 都 元 帥 府）, 
whereas the chief of this ofﬁce was Xuan wei shi（宣慰使）. The question is whether or 
not dpon chen and Xuan wei shi referred to the same position.
　　This article examines another ofﬁcial title du dben shwa, which is derived from 
Chinese 都元帥 and frequently appears in rlang kyi po ti bse ru （RP） written in the 
mid-14th century. Firstly, the expression “du dben shwa belongs to the swon wi si” can 
be found in RP; this indicates that the swon wi si, also derived from Chinese is the 
name of the administrative organization 宣慰司 , and not the name of the post 宣慰使 . 
Secondly, examination of the RP revealed that there were at most four du dben shwa at 
the same time, and the position of du dben shwa was lower than dpon chen. The Yuan 
shi records the quota of Xuan wei shi as ﬁve. This article concludes that the chief of the 
Xuan wei si was dpon chen, however, dpon chen and four du dben shwa were all called 
Xuan wei shi in the Chinese sources. Some instances prove that one family produced 
some dpon chen and some du dben shwa, and such families kept large estates. Hence, 
such families can be considered as ruling families of the Central Tibet in that period.
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成立した『紅史』（以下 DM と略記）では、 5 人目のプンチェンとして名が挙が
るチャンリン（byang rin）が、「セチェン（＝クビライ ＝ カアン）の御心にかなっ
て、swon wi si の印と水晶の印を賜った」（DM：53）と記されている。これを根
拠に陳得芝は、チャンリン以降の歴代プンチェンは、正式には「烏思蔵（ウ・
ツァン：dbus gthang ＝中央チベット）宣慰使」であったと考えた（陳得芝 1984：
111）2。このプンチェン＝宣慰使説を支持する研究者も多くいたが（沈 1988；張 




1  dpon は「官員」、chen は「大きい」。文字通り「大官」、つまり権限の最も大きい俗人官員と理
解されてきた（陳得芝 1984: 103；陳得芝 2001: 281―286など）。
2  DM などによれば、最初のプンチェンに任命されたシャキャ ＝ サンポは、ウ・ツァンの zam klu 
gun min dbang hu の印を賜ったとされる。DM 和訳：125―126は「三路軍民王府」、DM 中訳：48
は「三路管民万戸」と訳す。陳得芝はこれを「烏思・蔵三路軍民万戸」と考え、プンチェンの
最初の正式な官職名はこれであるとした（陳得芝 1984：103）。





　ところで上で引用した DM に見える swon wi si を、DM 和訳は「宣慰司」、
DM 中訳は「宣慰使」と訳す（DM 和訳：126；DM 中訳：48）。宣慰司は宣慰使司
の略称で、行政機関の名称であるが、宣慰使は宣慰使司の長官を指す語であ
り、官職名である。先の例のように、「swon wi si の印」と言ったときは、そ




















































2　都元帥（du dben shwa）と swon wi si
　モンゴル時代におけるチベットの状況を記すチベット語典籍史料は多くある
が、本稿では、特に14世紀半ばの中央チベット情勢について、「自伝」の形式
で記されたユニークな史料である『ラン ＝ ポティセル』（以下 RP と略記）を中






















ゴルの都元帥（hor gyi du dben shwa）はいない。貴君、シュンギェル都元帥
は、第三の宝の虎の頭（虎頭牌か）、プンチェンの印と同じ、六つの部分か
らなる印（中訳は「六棱宝印」）を有しているのだから、貴君の下、swon wi 




で右軍を形成した（RP: 250―251; cf. 陳慶英 1992a: 263; Olaf2013: 149―151）。
7  これを用いた研究として、チャンチュプ ＝ ギェルツェンの活動について検討を加えた
Kuijp1991、パクモドゥ派の歴史について詳細に扱った Olaf2013が重要である。
8  監禁した人物については、佐藤1963, pp. 161―162, n. 31に考証がある。
9  彼がモンゴル朝廷に赴き、宣政院の院使（従一品）となったことを言うのだろう（山本 2011：
34）。









　【史料 2 】には swon wi si の語も見える。swon wi si は漢語のチベット文字音
写であるが、後続する「-pa」はチベット語の接尾辞であり、swon wi si pa は全
体で「swon wi si に所属する人」を意味する。もしこの解釈が正しければ、
swon wi si は官職名ではなく機関の名である。ところで藤堂1978で示される、
当該時期の漢字の発音を示す中原音韻のローマ字転写では、司は「sï」、使は




ti shri と綴られる。この点からも、「使」の音写としては shri が期待されるの







12 RP には、非チベット語の名を有する都元帥の例が見いだせる。まず、「アセンカヤ（a swan ga 
ya）都元帥」である（RP: 173）。Petech: 104も言うように、äsän qay-a「エセン ＝ カヤ」であろ
う。もう一例は、モンゴル都元帥自身について言及される箇所である。「（鎮西武靖王）王子兄
弟、ディンジュ（ding ju）、（ディクン派の）ゴムパが相談した。宣政院の長老（dben rgan）の手
から院の印と大ジャサ（-ja- sa chen mo ＝カアンの聖旨）を奪い、スンペル ＝ ワンフブン（gzung 
dpal dbang hu sbun）を殺し、モンゴル都元帥の印章をディンジュに与えて、モンゴル都元帥に任
じる。プンチェン ＝ ワンチュクペルを降ろして、プンチェンの印章はプンのギェルサンに与え
よう」（RP: 217―218）。おそらくスンペル ＝ ワンフブンはモンゴル都元帥で、これをディンジュ
に交代させる計画が述べられる部分である。スンペル ＝ ワンフブンはよくわからないが、ディ
ンジュは、順帝トゴン ＝ テムルの至正年間に平章政事などとして活躍した「定住」を想起させ
































13 クシャン都元帥については、RP 中訳： 223, n. 2に考証がある。
14 RP：157には「宣慰司の官員デギェルウー都元帥（swon wi si-i mi dpon bde rgyal -od du dben shwa）」
という表現があり、ここからも都元帥は宣慰司に所属するものであったことがわかる。











それからちょうど食事を終えると、クンガー＝ドルジェ（kun dga- rdo rje）
都元帥、比丘のチャンギェル、ナムカーペル＝ダルガチ（nam mkha- dpal da 
ra kha che）17、侍者のグンネ、ナンパ＝センゲペル、ペルブム招討（dpal -bum 
cha-o ta-o）18など、プンチェン自身のベテランスタッフ（las tshan rgan pa）た
ちが、左右に立ち並んだ（RP：177）。










17 da ru kha che~da ra kha che < Mon. darucaci。RP：212にはグンポキャプ ＝ ダルガチ（mgon po 


















































グンポ都元帥父子と私たちは、関係が深い（RP: 354; cf. Olaf2013: 115, n. 17）。
　先のツェルと同じく、ナカルツェにも万戸長が置かれており、中央チベット








の具体像について語る史料は少ない。筆者は山本 2011で、プンチェン ＝ ギェ
ルワ ＝ サンポ一族の系図を復元し、一族の成員が有した官職名も提示した。そ




ンガー ＝ ドルジェ、ギェルワ ＝ サンポの孫であるチャンチュプ ＝ ギェルワ ＝ サ








21 この一族がどこの地域の万戸長職を継承していたかは、確定できていない（山本 2011: 46, n. 17）。






































DM: deb ther dmar po.［蔡巴貢嘎多吉1981（和訳：稲葉正就・佐藤長1964；中文
訳：蔡巴貢嘎多吉1988）］
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